
世
阿
弥
自
筆
能
本
の
存
在
す
る
曲
の
行
間
に
示
さ
れ
た
登
場
人
物
の
役
表
記

に
は
、
例
え
ば
「
盛
久
」
の
シ
テ
盛
久
が
「
モ
リ
ヒ
サ
」
「
モ
リ
」
の
二
種
類

の
役
表
記
を
持
つ
よ
う
に
、
複
数
の
役
表
記
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。

本
稿
は
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
に
お
け
る
そ
の
登
場
人
物
の
役
表
記
が
、
ど
の

よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
、
世
阿
弥
が
登
場
人

物
の
役
表
記
を
書
き
分
け
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。（注
1
)

本
稿
が
対
象
と
す
る
現
存
す
る
世
阿
弥
自
筆
能
本
は
、
以
下
の
九
本
で
あ
る
。

「

難

波

梅

」

観

世

宗

家

蔵

「

盛

久

」

宝

山

寺

蔵

「
多
度
津
の
左
衛
門
」
宝
山
寺
蔵
「
江
口
」
宝
山
寺
蔵

「

雲

林

院

」

宝

山

寺

蔵

「

柏

崎

」

宝

山

寺

蔵

「

松

浦

」

観

世

宗

家

蔵

「

阿

古

屋

松

」

観

世

宗

家

蔵

「
布
留
」
観
世
宗
家
蔵

ま
た
、
「
弱
法
師
」
に
は
、
世
阿
弥
自
筆
で
は
な
い
が
世
阿
弥
自
筆
本
の
臨

模
本
が
現
存
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
臨
模
本
「
弱
法
師
」
も
、
世
阿
弥
自

筆
能
本
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
世
阿
弥
自
筆
本
と
同
格
に
扱
う
。
な
お
、

難
波
梅

曲

名

「
知
章
」
に
は
、
応
永
三
十
四
年
二
月
の
奥
書
を
も
つ
久
次
本
が
現
存
し
て
い

る
。
こ
れ
も
世
阿
弥
自
筆
で
は
な
い
が
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
と
同
時
代
の
唯
一

の
能
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
に
お
け
る
登
場
人
物
の
役
表
記

の
書
き
分
け
の
特
徴
が
、
世
阿
弥
特
有
で
あ
る
か
に
つ
い
て
比
較
す
る
対
象
と

し
て
用
い
る
。

（注
2
)

検
討
す
る
諸
本
の
閲
覧
は
全
て
影
印
に
よ
る
。
ま
た
役
表
記
・
詞
章
の
位
置

（注
3
)

を
明
確
に
示
す
た
め
に
、
横
道
萬
里
雄
氏
が
『
謡
曲
集
上
』
で
示
さ
れ
た
小

段
分
類
を
用
い
る
。
同
書
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
曲
で
、
先
学
が
小
段
分
類
を

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
に
従
い
、
そ
れ
が
な
い
曲
に
つ
い
て
は

横
道
氏
の
基
準
に
従
い
稿
者
が
小
段
を
分
類
す
る
。

登

場

人

物

＊
前
ジ
テ
（
所
の
老
人
）

＊
後
ジ
テ
（
王
仁
）

＊
子
方
（
稚
児
）

＊
後
シ
テ
ツ
レ
（
木
華
開
耶
姫
）

＊
ワ
キ
（
朝
臣
）

世
阿
弥
自
筆
能
本
に
お
け
る
登
場
人
物
の
役
表
記

飯

塚
セ
ウ
ワ
ウ
人
・
ワ
ウ

チ
コ
梅ナ
ニ
カ
シ
・
ナ
ニ
カ

役

表

記

世
阿
弥
自
筆
能
本
に
お
け
る
登
場
人
物
の
役
表
記
を
め
ぐ
っ
て

恵

理

人
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松
浦

柏
崎

雲
林
院

江
口

多
度
津
の

左
衛
門

盛
久
曲

名

＊
ア
イ
（
難
波
の
里
人
）

＊
シ
テ
（
主
馬
の
盛
久
）

＊
ワ
キ
（
土
屋
）

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
輿
か
き
）

＊
後
ジ
テ
（
多
度
津
の
左
衛
門
）

＊
シ
テ
ツ
レ
（
姫
）

＊
シ
テ
ツ
レ
（
乳
母
）

＊
シ
テ
ツ
レ
ニ
人
（
姫
＋
乳
母
）

＊
前
ア
イ
（
高
野
聖
）

＊
後
ア
イ
（
寺
男
）

＊
前
ジ
テ
（
里
の
女
）

＊
後
ジ
テ
（
江
口
の
遊
女
）

＊
ワ
キ
（
旅
の
僧
）

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
同
行
の
僧
）

＊
ア
イ
（
里
の
男
）

＊
前
ジ
テ
（
所
の
老
人
）

＊
後
ジ
テ
（
藤
原
の
基
経
）

＊
後
シ
テ
ツ
レ
（
二
条
の
后
）

＊
ワ
キ
（
芦
屋
の
里
の
公
光
）

＊
前
ジ
テ
（
柏
崎
某
の
妻
）

＊
後
ジ
テ
（
狂
女
）

＊
子
方
（
花
若
）

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
善
光
寺
の
住
朦
）

＊
ア
イ
（
寺
近
く
の
男
）

＊
前
ジ
テ
（
海
士
少
女
）

＊
後
ジ
テ
（
松
浦
佐
用
姫
）

＊
ワ
キ
（
旅
の
僧
）

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
同
行
の
僧
）

＊
ア
イ
（
所
の
男
）

登

場

人

物

ヲ
カ
シ

モ
リ
ヒ
サ
・
モ
リ

ッ
チ
ャ
．
ッ
チ

カ
キ
テ

ホ
ウ
シ

ヒ
メ
・
ヒ

メ
ノ
ト
・
メ

女ヲ
カ
シ
・
カ
ウ
ヤ
ヒ
シ
リ

ヲ
カ
シ

女女
・
ロ
女

ソ
ウ
・
ホ
ウ
シ

（
ソ
ウ
）
ニ
ハ
カ
リ

ヲ
カ
シ

セ
ウ
モ
ト
ツ
ネ
・
ツ
ネ

女ヲ
ト
コ
・
キ
ン
ミ
ツ
・
キ
ン

女女コホ
ウ
シ

ヲ
カ
シ

女サ
ヨ
ヒ
メ
・
女

ソ
ウ
（
ソ
ウ
）
二
人
ハ
カ
リ

ヲ
カ
シ 役

表

記

前
記
の
表
に
よ
っ
て
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
の
登
場
人
物
は
、
①
固
有
名
詞
の

役
表
記
を
持
た
な
い
も
の
、
②
複
数
の
役
表
記
を
持
つ
も
の
、
③
役
表
記
が
一

種
類
に
固
定
し
て
い
る
も
の
に
分
類
で
き
る
が
、
便
宜
上
こ
の
順
序
で
考
察
す

る
こ
と
と
す
る
。

知
章

弱
法
師

布
留

阿
古
屋
松

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
高
安
の
通
俊
）

＊
ア
イ
（
寺
近
く
の
男
）

＊
前
ジ
テ
（
呈
の
男
）

＊
後
ジ
テ
（
平
知
章
）

＊
ワ
キ
（
旅
の
僧
）

＊
前
ジ
テ
（
里
の
老
人
）

＊
後
ジ
テ
（
塩
竃
の
明
神
）

＊
ワ
キ
（
藤
原
の
実
方
）

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
実
方
の
従
者
）

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
実
方
の
従
者
）

＊
ア
イ
（
里
の
男
）

＊
前
ジ
テ
（
布
留
社
の
巫
女
）

＊
後
ジ
テ
（
布
留
の
女
神
）

＊
ワ
キ
（
山
伏
）

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
同
行
の
山
伏
）

＊
ア
イ
（
所
の
者
）

＊
シ
テ
（
俊
徳
丸
）

＊
シ
テ
ツ
レ
（
俊
徳
丸
の
妻
）

＊
シ
テ
＋
シ
テ
ツ
レ
（
俊
徳
丸
＋

俊
徳
丸
の
妻
）

＊
ワ
キ
（
天
王
寺
の
住
識
）

＊
ワ
キ
ツ
レ
（
随
行
の
僧
）

曲

名

登

場

人

物

セ
ウ
神サ
ネ
カ
タ
・
サ
ネ

ツ
レ
タ
ル
人

（
実
方
）
二
三
人
（
出
ヘ
シ
）

ヲ
カ
シ

女神山
フ
シ
・
法
師

（
山
フ
シ
）
二
人
斗

ヲ
カ
シ

メ
ク
ラ
・
ヨ
ロ
ホ
シ
・
ヨ
ロ

女メ
ク
ラ
フ
ウ
フ
・
メ
ウ
ト
・
ヨ

ロ
ニ
人

法
師
（
法
師
ヲ
ト
コ
）
二
三
人
（
イ
ツ

ヘ
シ
）

ヲ
ト
コ

ヲ
カ
シ

ヲ
ト
コ

ト
モ
ア
キ
ラ
・
ト
モ

ソ
ウ

役

表

記
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ま
ず
、
固
有
名
詞
の
役
表
記
を
も
た
な
い
登
場
人
物
は
、
次
に
述
べ
る
「
柏

崎
」
の
小
二
郎
と
い
う
例
外
を
除
き
、
す
べ
て
単
独
で
詞
章
を
担
当
し
な
い
。

こ
の
逆
に
、
単
独
で
詞
章
を
担
当
し
な
い
登
場
人
物
で
、
固
有
名
詞
の
役
表
記

が
あ
る
も
の
も
な
い
。
世
阿
弥
自
筆
能
本
に
固
有
名
詞
の
役
表
記
が
書
か
れ
て

い
る
登
場
人
物
は
、
単
独
で
担
当
す
る
詞
章
を
も
つ
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

「
柏
崎
」
に
お
け
る
小
二
郎
は
ワ
キ
で
あ
る
。
小
二
郎
は
、
一
曲
の
冒
頭
で

あ
る
次
第

(
1
次
第
）
か
ら
、
自
分
が
柏
崎
殿
の
家
臣
で
あ
り
、
柏
崎
殿
が
亡

く
な
り
、
子
息
の
花
若
が
遁
世
し
た
の
で
そ
の
形
見
を
持
っ
て
柏
崎
に
帰
る
所

で
あ
る
と
述
べ
る
名
ノ
リ

(
1
名
ノ
リ
）
、
柏
崎
ま
で
の
道
行

(
1
上
ゲ
薔
）
、

柏
崎
殿
の
妻
（
前
ジ
テ
）
に
そ
れ
を
報
告
す
る
問
答
(
2
問
答
）
、
柏
崎
殿
の

妻
に
形
見
を
見
る
よ
う
勧
め
る
ロ
ン
ギ
(
2
ロ
ン
ギ
）
を
担
当
す
る
。
柏
崎
殿

の
妻
と
の
問
答
に
お
い
て
は
、
「
鎌
倉
よ
り
小
二
郎
が
参
り
て
候
ふ
と
そ
れ
そ

れ
お
ん
申
し
候
へ
」
と
名
乗
っ
て
お
り
、
こ
の
ワ
キ
の
名
が
小
二
郎
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
二
郎
が
担
当
す
る
小
段
、
す
な
わ

ち
1
次
第
・
1
名
ノ
リ
・
1
上
ゲ
奇
・
2
問
答
の
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
行
間
に
は
、

次
第
・
サ
シ
事
・
マ
イ
・
コ
ト
ハ
と
、
小
段
も
し
く
は
曲
調
の
指
定
は
あ
る
も

の
の
、
ワ
キ
の
役
表
記
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
(
2
ロ
ン
ギ
の
冒
頭
は
柏
崎
殿

の
妻
の
担
当
）
。
ま
た
、
2
問
答
・
2
ロ
ン
ギ
の
途
中
に
お
い
て
も
、
柏
崎
殿

、、

の
妻
に
つ
い
て
は
、
担
当
す
る
詞
章
の
前
に
役
変
更
を
示
す
か
ぎ
と
共
に
「
女
」

と
い
う
役
表
記
が
用
い
ら
れ
る
所
も
あ
る
が
、
小
二
郎
に
つ
い
て
は
役
変
更
を

、、

示
す
か
ぎ
の
み
で
、
小
二
郎
を
指
す
役
表
記
は
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
一
曲
の

冒
頭
(
1
次
第
）
か
ら
1
名
ノ
リ
ま
で
が
、
ワ
キ
で
あ
る
小
二
郎
が
担
当
す
べ

き
詞
章
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
2
問
答
・
2
ロ
ン
ギ
に
つ
い
て
も
、
詞

、、

章
の
内
容
と
、
役
変
更
の
か
ぎ
に
よ
っ
て
、
小
二
郎
の
担
当
す
る
詞
章
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
他

の
単
独
で
詞
章
を
担
当
す
る
登
場
人
物
が
、
全
て
役
表
記
を
も
つ
の
に
対
し
て

極
め
て
例
外
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
盛
久
」
の
シ
テ
で
あ
る
盛
久
に
は
、
「
モ
リ
ヒ
サ
」

「
モ
リ
」
と
い
う
二
種
類
の
役
表
記
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
モ
リ
ヒ
サ
」
は

二
回
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
―
つ
は
、
「
サ
シ
コ
エ
モ
リ
ヒ
サ
」
と
い
う
形

で
一
曲
の
冒
頭

(
1
問
答
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
―
つ
は
、

「
モ
リ
ヒ
サ
コ
ト
ハ
」
と
い
う
形
で
盛
久
が
頼
朝
の
所
望
で
舞
を
舞
う
小
段

(
9
口
）
の
冒
頭
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
曲
の
冒
頭

(
1
問
答
）

は
、
盛
久
が
土
屋
に
「
い
か
に
土
屋
殿
に
申
す
べ
き
こ
と
の
候
」
と
話
し
掛
け

る
部
分
で
あ
り
、
こ
の
部
分
で
「
モ
リ
ヒ
サ
」
と
役
表
記
が
な
さ
れ
る
の
は
、

「
モ
リ
」
で
は
登
場
人
物
の
名
前
が
分
か
ら
な
い
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
盛
久
が
頼
朝
の
所
望
に
よ
っ
て
舞
を
舞
う
場
面
の
冒

頭
に
あ
る
「
モ
リ
ヒ
サ
コ
ト
ハ
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
よ
り
も
前
の
部
分
に

「
モ
リ
」
と
い
う
役
表
記
が
二
十
二
回
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
登
場
人
物

の
名
前
が
不
明
に
な
る
た
め
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
し
て
、
「
モ
リ
ヒ
サ
」
は
、

ど
ち
ら
も
場
面
・
小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
モ
リ
」
は
、
「
サ
シ
事
モ
リ
」
と
い
う
形
で
、
盛
久
が
土

屋
に
輿
を
東
に
向
け
て
も
ら
い
清
水
に
向
か
っ
て
名
残
を
惜
し
む
場
面
で
あ
る

サ
シ
(
2
サ
シ
）
の
冒
頭
と
、
鎌
倉
に
着
い
た
盛
久
が
述
懐
す
る
場
面
で
あ

る
サ
シ
(
3
サ
シ
）
の
冒
頭
に
、
「
一
セ
イ
モ
リ
」
と
い
う
形
で
、
赦
さ
れ
た
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盛
久
が
頼
朝
に
歪
を
受
け
る
場
面
で
あ
る
一
セ
イ
〔
9
（
一
セ
イ
）
〕
の
冒
頭
に

用
い
ら
れ
る
が
、
「
モ
リ
」
単
独
で
は
、
十
六
個
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
「
サ
シ
事
」

「
一
セ
イ
」
が
、
「
モ
リ
」
を
は
な
れ
て
単
独
に
小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
「
モ
リ
ヒ
サ
」
が
小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
、
「
モ
リ
」
は
、
小
段
の
途
中
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
見
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
、
「
ッ
チ
ャ
」
と
「
ッ
チ
」
と
の
間
に
も
見
て
取
れ

る
。
「
ッ
チ
ャ
」
は
、
「
ッ
チ
ャ
コ
ト
ハ
」
と
い
う
形
で
、
土
屋
が
盛
久
に
頼
朝

の
前
で
自
分
の
見
た
霊
夢
の
内
容
を
語
る
よ
う
勧
め
る
問
答

(
8
問
答
）
の
冒

頭
と
、
同
じ
く
土
屋
が
盛
久
に
頼
朝
の
前
で
舞
を
舞
う
よ
う
に
勧
め
る
問
答

(
9
問
答
）
の
冒
頭
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
サ
シ
コ
ト
ッ
チ
ヤ
同
」
の
形

で
、
土
屋
が
盛
久
を
牢
か
ら
引
き
出
す
場
面
で
あ
る
掛
ケ
合
(
5
掛
ケ
合
）
の

小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
単
独
の
「
ッ
チ
ャ
」
は
、
四
個
所
で

使
用
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
二
個
所
は
小
段
の
途
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

内
の
一
個
所
は
、
盛
久
に
呼
び
掛
け
ら
れ
て
土
屋
が
答
え
る
問
答

(
1
問
答
）

の
部
分
だ
が
、
こ
れ
は
土
屋
が
初
め
て
登
場
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で

「
ッ
チ
ャ
」
と
役
表
記
さ
れ
る
の
は
、
「
ッ
チ
」
で
は
土
屋
と
い
う
姓
が
わ
か
ら

な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
も
う
一
個
所
は
、
盛
久
が
処
刑
さ

れ
よ
う
と
す
る
部
分
が
終
わ
り
、
土
屋
が
「
い
や
い
や
な
に
を
か
疑
ふ
べ
き
、

こ
の
程
読
誦
の
お
ん
経
の
文
」
と
、
盛
久
が
助
か
っ
た
の
は
観
音
経
を
読
誦
し

た
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
掛
ケ
合

(
6
掛
ケ
合
）
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

―
つ
の
小
段
の
途
中
で
は
あ
る
が
、
場
面
と
し
て
は
区
切
り
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
ッ
チ
ャ
」
は
、
基
本
的
に
は
小
段
の
最
初
に
用
い

ら
れ
る
役
表
記
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「
ッ
チ
」
は
、
四
個
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
、
小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
掛
ケ
合

(
6
掛
ケ
合
）
の
一
個

所
の
み
で
あ
る
。
こ
の
小
段
の
最
初
は
、
盛
久
と
土
屋
が
刑
場
に
着
き
、
土
屋

が
盛
久
に
座
に
直
る
よ
う
言
う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
小
段
の
前
の
小
段
は
次
第

(
5
次
第
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
盛
久
と
土
屋
が
刑
場
へ
向
か
う
部
分
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
次
第
(
5
次
第
）
と
掛
ケ
合
(
5
掛
ケ
合
）
は
場
面
と
し
て
は
連

続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
事
か
ら
、
「
ッ
チ
」
は
、
場
面
・
小
段

の
途
中
で
用
い
ら
れ
る
役
表
記
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
役
表
記
「
モ
リ
ヒ
サ
」

と
「
モ
リ
」
、
「
ッ
チ
ャ
」
と
「
ッ
チ
」
は
、
そ
の
役
表
記
が
各
場
面
・
小
段
の

最
初
に
位
置
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
「
阿
古
屋
松
」
の
ワ
キ
（
実
方
）
の
役
表
記
で
あ
る

「
サ
ネ
カ
タ
」
「
サ
ネ
」
に
も
見
ら
れ
る
。
「
サ
カ
ネ
タ
」
は
七
個
所
に
用
い
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
全
て
小
段
の
最
初
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
サ

ネ
」
は
十
二
個
所
に
用
い
ら
れ
る
が
そ
れ
は
全
て
問
答
・
掛
ケ
合
等
の
小
段
の

途
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
難
波
梅
」
の
王
仁
（
後
ジ
テ
）
の
役
表
記
「
ワ
ウ
人
」
「
ワ
ウ
」
の
場
合
、

「
ワ
ウ
人
」
は
後
ジ
テ
の
登
場
す
る
部
分
で
あ
る
サ
シ

(
6
サ
シ
）
に
「
ワ
ウ

人
コ
ト
ハ
」
の
形
で
一
個
所
使
用
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
他
の
部
分
に
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。
一
方
、
「
ワ
ウ
」
は
十
一
個
所
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、

7
ノ
リ

地
の
最
初
に
「
下
キ
リ
王
」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
他
は
、
全
て
小
段
の
途

中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
ワ
ウ
人
」
は
場
面
・
小
段
の
最
初

に
、
「
ワ
ウ
」
は
場
面
・
小
段
の
途
中
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

強
い
。
但
し
「
ワ
ウ
人
」
は
一
個
所
に
し
か
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ

れ
が
後
ジ
テ
が
初
め
て
登
場
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
定
は
で
き
な

‘
,
0
 

し
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「
雲
林
院
」
の
基
経
（
後
ジ
テ
）
の
役
表
記
は
、
「
モ
ト
ツ
ネ
」
「
ツ
ネ
」
の

二
種
類
が
あ
る
。
「
モ
ト
ツ
ネ
」
は
、
「
モ
ト
ツ
ネ
大
コ
」
の
形
で
サ
シ

(
9
サ

シ
）
の
最
初
に
一
個
所
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
個
所
は
後
ジ

テ
（
基
経
）
が
初
め
て
舞
台
に
登
場
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
モ
ト

ツ
ネ
」
が
場
面
・
小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
断
定
で

き
な
い
。
「
ツ
ネ
」
は
、
全
部
で
九
個
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

の
八
個
所
は
場
面
・
小
段
の
途
中
で
あ
る
。
「
ツ
ネ
」
が
小
段
の
最
初
に
用
い

ら
れ
て
い
る
の
は
、
基
経
が
「
白
玉
か
、
何
ぞ
と
問
ひ
し
い
に
し
へ
を
、
思
ひ

出
づ
や
の
、
夜
半
の
暁
」
と
い
う
、
業
平
の
昔
を
語
り
始
め
よ
う
と
す
る
内
容

の
下
ノ
詠

(
9
下
ノ
詠
）
に
、
「
ツ
ネ
コ
ト
」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
こ
の
小
段
の
前
の
小
段
は
「
常
な
き
姿
に
業
平
の
、
昔
を
今
に
な
す

と
か
や
」
と
い
う
一
セ
イ
（
9
-
セ
イ
）
で
あ
り
、
下
ノ
詠
と
、
小
段
と
し
て

は
異
な
る
も
の
の
、
場
面
と
し
て
は
基
経
が
業
平
の
昔
を
語
り
始
め
よ
う
と
す

る
と
い
う
内
容
で
連
続
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
ツ
ネ
コ
ト
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
下
ノ
詠
の
最
初
は
、
小
段
の
最
初
で
は
あ
る
が
内
容
的
に
は
そ
の
前
と
連
続

し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
ツ
ネ
」
は
、
小
段
の
途
中
に

用
い
ら
れ
る
も
の
と
言
え
る
。
「
ツ
ネ
」
が
場
面
・
小
段
の
途
中
に
用
い
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
モ
ト
ツ
ネ
」
は
場
面
・
小
段
の
最
初
に
用
い
ら

れ
る
役
表
記
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

以
上
に
述
べ
た
役
表
記
で
は
、
一
曲
を
通
じ
て
役
表
記
の
書
き
分
け
が
見
ら

れ
る
が
、
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
の
シ
テ
ツ
レ
（
姫
）
と
シ
テ
ツ
レ
（
乳
母
）

に
は
曲
の
一
部
の
み
に
役
表
記
の
書
き
分
け
が
見
ら
れ
、
「
難
波
梅
」
の
ワ
キ

（
朝
臣
）
に
は
、
一
曲
の
途
中
ま
で
は
役
表
記
の
書
き
分
け
が
見
ら
れ
ず
、
曲

の
最
後
の
方
に
役
表
記
の
書
き
分
け
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
の
姫
・
乳
母
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ヒ
メ
」

「
ヒ
」
、
「
メ
ノ
ト
」
「
メ
」
と
二
種
類
の
役
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内

「
ヒ
」
「
メ
」
は
、
多
度
津
に
女
は
高
野
山
に
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
帰
る

よ
う
に
言
わ
れ
た
姫
と
乳
母
が
、
女
と
は
雅
た
る
姿
を
し
た
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
自
分
た
ち
の
姿
を
女
と
見
る
の
は
目
が
き
か
な
い
と
い
う
内
容
を
述
べ
る

掛
ケ
合

(
6
掛
ケ
合
）
の
部
分
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
6
掛
ケ
合
の

詞
章
は
、
姫
が
五
回
、
乳
母
が
五
回
交
替
し
て
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
内
「
メ

ノ
ト
」
「
ヒ
メ
」
は
掛
ケ
合
の
前
半
の
二
回
ず
つ
に
用
い
ら
れ
、
「
ヒ
」
は
そ
の

後
半
部
分
に
二
回
（
こ
の
掛
ケ
合
で
姫
が
最
後
に
担
当
す
る
部
分
は
役
変
更
の

、、
か
ぎ
の
み
で
役
表
記
が
な
い
）
、
「
メ
」
は
そ
の
後
半
部
分
に
三
回
用
い
ら
れ
て

い
る
。
「
メ
ノ
ト
」
「
ヒ
メ
」
は
こ
の
掛
ケ
合
以
外
の
小
段
で
は
、
小
段
の
最

初
・
途
中
と
も
に
用
い
ら
れ
る
。
役
表
記
「
ヒ
」
「
メ
」
は
、
掛
ケ
合
の
小
段

の
途
中
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
段
の
途
中
に
用
い
ら
れ
る
役

表
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ヒ
メ
」
は
、
都
合
九
回
用
い
ら
れ
、
そ
の
内
小
段

の
最
初
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
一
曲
の
冒
頭
の
次
第

(
1
次
第
）
の
前

に
「
女
二
人
ヒ
ト
リ
ワ
ヒ
メ
ヒ
ト
リ
ワ
メ
ノ
ト
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
一

例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
一
曲
の
冒
頭
で
あ
り
、
役
表
記
「
ヒ
メ
」
の
一

部
が
省
略
さ
れ
て
は
登
場
人
物
の
名
前
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
以
外
の
部

分
の
小
段
の
最
初
に
は
、
姫
に
つ
い
て
の
役
表
記
が
な
い
の
で
、
「
ヒ
メ
」
が

小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い

が
、
一
曲
の
冒
頭
を
除
き
、
小
段
の
途
中
に
八
回
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
小
段
の
途
中
に
も
用
い
ら
れ
る
役
表
記
で
あ
る
と
は
言
え
る
。
「
メ
ノ
ト
」

は
、
十
一
回
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
、
小
段
の
最
初
に
は
、
乳
母
の
名
ノ
リ

〔1

（
名
ノ
リ
）
〕
・
乳
母
と
姫
が
多
度
津
が
高
野
山
に
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
高
野
へ
行
こ
う
と
い
う
掛
ケ
合

(
3
掛
ケ
合
）
・
姫
と
乳
母
が
高
野
へ

向
か
う
場
面
で
あ
る
サ
シ
〔
5

（
サ
シ
）
〕
•
前
述
の
6
掛
ケ
合
・
姫
と
乳
母
が - 15 -



「
女
の
行
か
ぬ
高
野
山
」
の
舞
を
舞
お
う
と
い
う
7
掛
ケ
合
の
五
回
に
用
い
ら

れ
る
。
「
メ
ノ
ト
」
は
、
小
段
の
最
初
・
途
中
と
も
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
姫
・
乳
母
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ヒ
」
「
メ
」
と
い
う
小
段
の
途
中
に

し
か
用
い
な
い
役
表
記
を
持
ち
な
が
ら
、
「
ヒ
メ
」
「
メ
ノ
ト
」
を
小
段
の
途
中

に
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
世
阿
弥
が
、
も
と
は
姫
・
乳
母
の
役
表
記
を
そ
れ

ぞ
れ
「
ヒ
メ
」
「
メ
ノ
ト
」
の
一
種
類
づ
つ
に
統
一
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

掛
ケ
合
に
お
い
て
姫
と
乳
母
が
短
い
詞
章
を
何
回
も
交
替
す
る
た
め
、
こ
の
部

分
の
み
方
針
を
改
め
、
「
ヒ
メ
」
「
メ
ノ
ト
」
の
一
部
を
省
略
し
て
「
ヒ
」
「
メ
」

と
い
う
役
表
記
を
作
っ
て
用
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
と
同
様
の
も
の
に
、
「
難
波
梅
」
の
ワ
キ
（
朝
臣
…
現
行
曲
に
よ
る
。

自
筆
本
に
は
ワ
キ
の
名
ノ
リ
が
な
く
、
ワ
キ
の
名
前
が
明
ら
か
で
は
な
い
）
が

あ
る
。
ワ
キ
の
役
表
記
に
は
「
ナ
ニ
カ
シ
」
「
ナ
ニ
カ
」
の
二
種
類
が
あ
る
。

こ
の
内
「
ナ
ニ
カ
シ
」
は
全
部
で
四
個
所
用
い
ら
れ
、
そ
の
内
小
段
の
最
初
で

用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
ワ
キ
が
シ
テ
に
こ
の
難
波
の
梅
は
名
木
で
あ
る
の

か
と
尋
ね
る
問
答

(
3
問
答
）
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
部
分
よ
り
も
前
に

ワ
キ
は
登
場
し
て
い
る
が
、
自
筆
本
「
難
波
」
に
は
名
ノ
リ
が
な
い
た
め
、
ワ

キ
の
役
表
記
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
問
答
が
最
初
と
な
る
。
従
っ
て
、
「
ナ

カ
ニ
シ
」
の
一
部
を
省
略
し
た
「
ナ
ニ
カ
」
で
は
、
登
場
人
物
が
わ
か
ら
な
い

事
と
な
る
。
他
の
三
例
が
小
段
の
途
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ナ

ニ
カ
シ
」
は
少
な
く
と
も
小
段
の
最
初
に
の
み
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

言
え
る
。
一
方
、
「
ナ
ニ
カ
」
は
一
例
の
み
で
、
「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
」

の
歌
が
帝
を
花
に
例
え
た
風
歌
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
問
答
の
途
中
「
ハ
ナ
ノ

サ
カ
リ
ワ
ヲ
、
サ
、
キ
ノ
」
の
前
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
ナ
ニ
カ
シ
」
と
「
ナ
ニ
カ
」
に
つ
い
て
は
二
通
り
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
―
つ
は
、
こ
の
部
分
以
降
に
「
ナ
ニ
カ
シ
」
の
例
が
な
い
事
か
ら
、

世
阿
弥
は
こ
の
ワ
キ
の
役
表
記
を
「
ナ
ニ
カ
シ
」
で
統
一
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
問
答
に
お
い
て
方
針
を
改
め
、
小
段
の
途
中
で
用
い
る
役
表
記
「
ナ

ニ
カ
」
を
作
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
っ
は
、
「
ナ
ニ
カ
」
の
用
例

が
一
例
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
阿
弥
は
ワ
キ
の
役
表
記
を
「
ナ
ニ
カ
シ
」

で
統
一
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
問
答
の
部
分
で
「
ナ
ニ
カ
シ
」
の
「
シ
」
を

一
字
お
と
し
、
「
ナ
ニ
カ
」
と
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二

通
り
は
ど
ち
ら
と
も
稿
者
は
断
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
初
は
世
阿

弥
は
「
難
波
梅
」
の
ワ
キ
を
「
ナ
ニ
カ
シ
」
で
統
一
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
で
は
、
一
人
の
登
場
人
物
に
二

種
類
の
役
表
記
を
し
、
そ
の
一
方
が
他
方
の
一
部
を
省
略
す
る
形
を
と
る
も
の

は
、
原
則
的
に
、
省
略
の
な
い
も
の
が
場
面
・
小
段
の
最
初
に
、
省
略
さ
れ
て

い
る
も
の
が
場
面
・
小
段
の
途
中
に
用
い
ら
れ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
例
え
ば
「
江
口
」
の
ワ
キ
に
「
ソ
ウ
」
「
ホ
ウ
シ
」
の
二
種
類
の
役

表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
人
の
登
場
人
物
に
異
な
る
語
に
基
づ
い

（注
4
)

た
役
表
記
が
二
種
類
あ
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
れ
ら
は
役
表
記
の
一
方
が
そ
の
登
場
人
物
の
登
場
す
る
部
分
の
一
個
所
、

も
し
く
は
そ
の
近
辺
の
部
分
に
の
み
用
い
ら
れ
、
他
方
が
そ
れ
以
外
の
部
分
に

用
い
ら
れ
る
と
い
う
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
前
述
し
た
「
江
口
」
の
ワ
キ
の
役

表
記
の
内
、
「
ソ
ウ
」
は
一
曲
の
冒
頭
に
「
次
第
ソ
ウ
ニ
ハ
カ
リ
」
と
い
う

形
で
一
例
用
い
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
他
方
「
ホ
ウ
シ
」
は
十
二
回
用
い
ら
れ

て
い
る
。
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
の
ア
イ
（
高
野
聖
）
は
二
個
所
に
役
表
記
が

書
か
れ
る
が
‘
―
つ
は
舞
台
に
登
場
す
る
部
分
で
「
ヲ
カ
シ
」
、
二
つ
目
は

「
カ
ウ
ヤ
ヒ
シ
リ
」
で
あ
る
。
「
松
浦
」
の
後
ジ
テ
で
は
、
「
サ
ヨ
ヒ
メ
」
が
舞

台
に
登
場
す
る
部
分
に
二
回
連
続
し
て
用
い
ら
れ
(
5
サ
シ
の
最
初
．
5
-
セ
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イ
の
途
中
）
、
そ
の
後
に
「
女
」
が
十
回
（
内
一
回
は
虫
損
個
所
の
推
定
）
用

い
ら
れ
て
い
る
。
「
布
留
」
で
は
ワ
キ
の
役
表
記
の
内
、
「
山
フ
シ
」
が
一
曲
の

冒
頭

(
1
次
第
）
に
「
山
フ
シ
ニ
人
斗
」
と
い
う
形
で
一
回
用
い
ら
れ
る
の
み

で
あ
り
、
「
法
師
」
は
そ
の
後
の
部
分
に
十
三
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
役
表
記

が
二
種
類
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
語
に
基
づ
い
て
い
る
登
場
人
物
に
お
い

て
は
、
役
表
記
は
そ
れ
ぞ
れ
登
場
人
物
の
舞
台
へ
の
登
場
の
部
分
に
用
い
ら
れ

る
も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
こ
の
両

者
の
違
い
と
し
て
は
、
舞
台
へ
の
登
場
の
部
分
に
用
い
ら
れ
る
役
表
記
に
は
扮

装
•
そ
れ
を
担
当
す
る
役
を
指
定
す
る
働
き
を
も
つ
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
用
い
ら
れ
る
役
表
記
に
は
観
客
か
ら
見
た
登

場
人
物
の
姿
に
関
す
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
「
江
口
」
と
「
布
留
」
の
ワ
キ
で
は
、
登
場
す
る
部
分
に
使
用
さ
れ
る

役
表
記
が
そ
れ
ぞ
れ
「
ソ
ウ
」
「
山
フ
シ
」
と
異
な
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分

に
用
い
ら
れ
る
役
表
記
は
「
法
師
」
で
共
通
し
て
い
る
。
「
江
口
」
の
場
合
、

ワ
キ
は
「
北
陸
道
よ
り
出
で
た
る
沙
門
」

(
1
名
ノ
リ
）
と
名
乗
る
。
こ
の
ワ

キ
は
行
脚
の
僧
の
扮
装
を
し
て
い
る
。
一
方
「
布
留
」
で
は
「
九
州
彦
の
山
よ

り
出
た
る
行
人
」

(
1
名
ノ
リ
）
と
名
乗
る
。
こ
の
ワ
キ
は
山
伏
の
扮
装
を
し

て
い
る
。
行
脚
の
僧
も
山
伏
も
僧
に
は
相
違
な
い
が
、
扮
装
は
異
な
る
。
こ
こ

で
は
人
物
の
扮
装
を
指
定
す
る
た
め
、
舞
台
へ
の
登
場
の
部
分
に
お
い
て
扮
装

に
関
す
る
役
表
記
を
用
い
て
い
る
と
言
え
る
。

「
多
度
津
の
左
衛
門
」
に
は
高
野
聖
・
寺
男
の
二
人
の
ア
イ
が
登
場
す
る
が

そ
の
内
高
野
聖
の
役
表
記
は
、
舞
台
に
初
め
て
登
場
す
る
部
分
が
「
ヲ
カ
シ
」
、

二
回
目
が
「
カ
ウ
ヤ
ヒ
シ
リ
」
で
あ
る
。
寺
男
は
一
回
し
か
詞
章
を
担
当
せ

ず
、
役
表
記
は
「
ヲ
カ
シ
」
で
あ
る
。
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
以
外
の
世
阿
弥

自
筆
能
本
で
は
「
難
波
梅
」
「
江
口
」
「
柏
崎
」
「
松
浦
」
「
阿
古
屋
松
」
「
布
留
」

「
弱
法
師
」
に
ア
イ
の
役
表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
「
ヲ
カ
シ
」
で

あ
る
。
ア
イ
は
、
例
え
ば
「
江
口
」
で
は
里
人
、
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
で
は

高
野
聖
と
寺
男
と
い
う
よ
う
に
全
く
扮
装
の
異
な
る
も
の
を
演
じ
る
が
、
こ
れ

ら
に
全
て
「
ヲ
カ
シ
」
と
い
う
役
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
ヲ
カ
シ
」

が
そ
の
登
場
人
物
を
演
じ
る
の
は
狂
言
の
役
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
定
す

る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
の
高
野
聖
の
登
場
部
分
の
役
表

記
に
「
ヲ
カ
シ
」
を
用
い
た
の
は
、
「
カ
ウ
ヤ
ヒ
シ
リ
」
と
し
た
の
で
は
、
そ

の
役
を
狂
言
の
役
者
が
演
じ
る
こ
と
を
指
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
松
浦
」
の
後
ジ
テ
で
あ
る
松
浦
佐
用
姫
に
は
、
「
サ
ヨ
ヒ
メ
」
「
女
」
と
い

う
二
種
類
の
役
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
役
表
記
で
は
、
舞
台

へ
の
登
場
の
部
分
に
「
サ
ヨ
ヒ
メ
」
が
二
回
連
続
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
れ
以
降

の
部
分
に
「
女
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
サ
ヨ
ヒ
メ
」
は
、
登
場
人
物
の
名

前
で
あ
り
、
「
布
留
」
の
「
山
フ
シ
」
の
よ
う
に
扮
装
に
か
か
わ
る
役
表
記
で

は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
「
サ
ヨ
ヒ
メ
」
は
例
外
的
な
役
表
記
で
あ
る
と

い
え
る
。
こ
れ
は
、
も
う
一
方
の
役
表
記
「
女
」
が
、
前
ジ
テ
の
役
表
記
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
松
浦
」
の
前
ジ

テ
は
海
士
乙
女
で
あ
り
、
後
ジ
テ
は
松
浦
佐
用
姫
で
あ
る
。
自
筆
本
で
は
、
後

ジ
テ
の
扮
装
に
つ
い
て
、
そ
の
登
場
(
5
サ
シ
）
の
前
に
「
力
、
ミ
ヲ
モ
チ
テ

ネ
リ
ヌ
キ
ヲ
カ
イ
ト
リ
ナ
ル
ヘ
キ
心
」
と
い
う
形
で
指
定
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
後
ジ
テ
に
つ
い
て
は
役
表
記
に
よ
っ
て
扮
装
の
指
定
を
す
る
必
要
が
な

い
。
但
し
、
前
ジ
テ
と
は
人
物
の
性
格
が
異
な
る
後
ジ
テ
の
役
表
記
に
も

「
女
」
を
用
い
る
た
め
に
は
、
舞
台
へ
の
登
場
の
部
分
で
は
人
物
の
性
格
が
変

わ
る
こ
と
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
舞
台
へ
の
登
場
の
部

分
に
は
「
サ
ヨ
ヒ
メ
」
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
一
人
の
登
場
人
物
に
三
種
類
の
役
表
記
が
あ
り
、
そ
の
内
の
―
つ
の
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役
表
記
が
他
の
二
つ
の
役
表
記
の
内
の
―
つ
の
役
表
記
の
一
部
を
省
略
す
る
形

の
も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
「
雲
林
院
」
の
公
光
の
「
ヲ
ト
コ
」
「
キ
ン
ミ
ツ
」
「
キ
ン
」
の
一
―
一
種
類

の
役
表
記
の
用
い
ら
れ
る
順
序
を
見
る
と
、
ま
ず
「
ヲ
ト
コ
」
が
、
一
曲
の
冒

頭
の
次
第

(
1
次
第
）
に
「
ヲ
ト
コ
次
第
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に

「
キ
ン
」
が
、
花
を
折
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
の
シ
テ
（
老
人
）
と
の
問
答

(
4
問
答
）
の
途
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
キ
ン
ミ
ツ
」
が
、
「
キ

ン
ミ
ッ
コ
ト
ハ
」
の
形
で
、
公
光
が
ツ
レ
（
二
条
后
）
が
登
場
す
る
の
を
受
け

て
そ
の
名
前
を
問
う
掛
ケ
合
(
7
掛
ケ
合
）
の
最
初
に
用
い
ら
れ
る
。
登
場
の

部
分
に
役
表
記
「
ヲ
ト
コ
」
が
用
い
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
の
後
に
ワ
キ
の
名
ノ

リ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
段
階
で
は
公
光
と
い
う
名
前
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ワ
キ
の
名
ノ
リ
の
部
分
に
「
キ
ン
ミ
ツ
」

と
い
う
役
表
記
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
理
由
は
な
り
た
た
な
い
。

「
雲
林
院
」
の
公
光
は
直
面
で
登
場
す
る
。
こ
の
「
ヲ
ト
コ
」
と
い
う
役
表
記

は
、
公
光
が
直
面
で
登
場
す
る
こ
と
を
指
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
キ

ン
ミ
ツ
」
と
「
キ
ン
」
で
は
、
前
の
例
と
は
違
っ
て
「
キ
ン
」
の
方
が
先
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
最
初
に
「
キ
ン
」
の
役
表
記
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、

4
問
答

の
途
中
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
す
で
に
ワ
キ
の
名
ノ
リ

(
1
名
ノ
リ
）
に
お
い

て
、
「
こ
れ
は
津
の
国
芦
屋
の
里
に
公
光
と
申
す
者
な
り
」
と
名
前
を
明
示
し

て
い
る
た
め
で
、
矛
盾
は
な
い
。
そ
し
て
「
キ
ン
ミ
ツ
」
が
、
前
述
の
通
り
掛
ケ

合
(
7
掛
ケ
合
）
の
最
初
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
キ
ン
ミ
ツ
」
は
こ
の
一
例

の
み
で
あ
る
。
こ
の
部
分
よ
り
も
前
の
部
分
に
「
キ
ン
」
が
い
ず
れ
も
小
段
の

途
中
に
七
回
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
の
役
表
記
が
「
キ

ン
」
で
あ
っ
て
も
登
場
人
物
の
役
表
記
が
不
明
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
部

分
が
こ
の
小
段
の
最
初
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
キ
ン
ミ
ツ
」
は
場
面
・

小
段
の
最
初
に
、
「
キ
ン
」
は
小
段
の
途
中
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
書
き

分
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

次
に
、
「
弱
法
師
」
の
シ
テ
で
あ
る
俊
徳
丸
の
三
種
類
の
役
表
記
「
メ
ク
ラ
」

「
ヨ
ロ
ホ
シ
」
「
ヨ
ロ
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
は
じ
め
に
「
メ
ク
ラ
」
が
、
シ

テ
の
登
場
す
る
一
セ
イ
（
2
-
セ
イ
）
に
「
一
セ
イ
メ
ク
ラ
女
二
人
出
ヘ
シ
」

の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
に
「
ヨ
ロ
ホ
シ
」
が
、
俊
徳
丸
と
法
師
と
の
問

答
(
3
問
答
）
の
途
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
部
分
に
は
す
べ
て

「
ヨ
ロ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
メ
ク
ラ
」
は
、
シ
テ
の
登
場
の
部
分
（
2
-
セ
イ
）
に
用
い
ら
れ
る

（
「
メ
ク
ラ
フ
ウ
フ
」
は
、
俊
徳
丸
と
そ
の
妻
と
両
方
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
の

で
、
後
述
す
る
）
。
こ
れ
は
俊
徳
丸
が
盲
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
テ
で
あ
る

俊
徳
丸
が
盲
目
の
姿
で
登
場
す
る
こ
と
を
指
定
し
た
も
の
と
言
え
る
。
「
ヨ
ロ

ホ
シ
」
「
ヨ
ロ
」
は
作
中
で
俊
徳
丸
が
弱
法
師
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
る
。
作
品
に
お
い
て
、
シ
テ
の
正
式
な
名
前
は
俊
徳
丸
で
あ

り
、
弱
法
師
と
い
う
呼
び
方
は
、
シ
テ
が
盲
目
の
乞
食
で
よ
ろ
め
き
歩
い
て
い

る
こ
と
か
ら
人
々
が
呼
ぶ
仇
名
で
あ
る
。
俊
徳
丸
が
弱
法
師
と
呼
ば
れ
る
こ

と
は
、
弱
法
師
が
施
行
を
受
け
よ
う
と
し
て
法
師
と
問
答
す
る
部
分
で
明
ら
か

に
な
る
。
こ
こ
で
法
師
は
俊
徳
丸
を
「
ヨ
ロ
ホ
シ
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
そ
れ

を
受
け
る
問
答
の
部
分
に
お
い
て
は
「
ヨ
ロ
」
を
用
い
て
も
誰
を
指
す
か
明
ら

か
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
、
俊
徳
丸
が
弱
法
師
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
を
示
す
た
め
「
ヨ
ロ
ホ
シ
」
を
用
い
て
い
る
と
言
え
る
。
「
ヨ
ロ
ホ
シ
」
は

こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
た
め
、
場
面
・
小
段
の
最
初
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
原

則
に
よ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
「
ヨ
ロ
」
は
、
小
段
の
最
初
(
6
口
）

に
も
「
サ
シ
事
ヨ
ロ
」
の
形
で
一
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
サ
シ
事
」

は
、
「
盛
久
」
に
お
い
て
も
「
サ
シ
事
モ
リ
」
の
形
で
、
「
モ
リ
」
と
い
う
小
段
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の
途
中
に
用
い
ら
れ
る
役
表
記
を
伴
っ
て
小
段
の
最
初

(
2
サ
シ
•
3

サ
シ
）

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
ヨ
ロ
」
は
小
段
の
途
中
に
十
八
回
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
ヨ
ロ
」
は
場
面
・
小
段
の
途
中
に
用
い
ら

れ
る
役
表
記
で
あ
る
と
言
え
る
。

最
後
に
複
数
の
登
場
人
物
が
一
緒
に
担
当
す
る
詞
章
に
お
い
て
、
そ
の
登
場

人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
詞
章
を
担
当
す
る
際
と
異
な
っ
た
役
表
記
が
用
い
ら

れ
る
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
の
パ
タ
ー
ン
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
弱
法
師
」
の
俊
徳
丸
と
そ
の

妻
、
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
の
姫
と
乳
母
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
「
弱
法
師
」

で
は
、
俊
徳
丸
・
俊
徳
丸
の
妻
が
単
独
で
詞
章
を
担
当
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
メ
ク
ラ
」
「
ヨ
ロ
ホ
シ
」
「
ヨ
ロ
」
・
「
女
」
と
い
う
役
表
記
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
弱
法
師
と
そ
の
妻
が
二
人
で
詞
章
を
担
当
す
る
所
で
は
、
「
ヨ

ロ
ニ
人
」
と
俊
徳
丸
の
役
表
記
の
み
が
用
い
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
「
メ
ク

ラ
フ
ウ
フ
」
「
メ
ウ
ト
」
と
、
俊
徳
丸
・
俊
徳
丸
の
妻
の
ど
ち
ら
に
も
な
い
役

表
記
が
用
い
ら
れ
る
。
「
ヨ
ロ
ニ
人
」
は
、
「
思
ひ
寄
ら
ず
や
た
れ
な
れ
ば
、
わ
が

い
に
し
へ
を
問
ひ
給
ふ
、
高
安
の
里
な
り
し
、
俊
徳
丸
が
果
て
な
り
」

(
7
ロ

ン
ギ
）
と
い
う
詞
章
の
前
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
詞
章
は
、
俊
徳
丸
が
自
分
の

出
身
を
語
る
部
分
で
あ
り
、
俊
徳
丸
が
語
る
詞
章
に
そ
の
妻
が
声
を
合
わ
せ
て

い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
メ
ク
ラ
フ
ウ
フ
」
は
、
弱
法

師
と
妻
が
施
行
を
受
け
る
「
げ
に
有
難
き
お
ん
利
益
、
法
界
無
縁
の
大
悲
ぞ

と
、
踵
を
継
ぎ
て
群
集
す
る
。
」

(
3
掛
ケ
合
）
の
前
に
、
「
メ
ウ
ト
」
は
、
「
今

は
春
べ
の
半
ば
ぞ
か
し
、
梅
花
を
折
っ
て
頭
に
挿
ま
ざ
れ
ど
も
、
二
月
の
雪
は

衣
に
落
つ
、
あ
ら
面
白
の
匂
ひ
や
な
。
」

(
3
問
答
）
の
前
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
詞
章
は
、
ど
ち
ら
も
場
面
の
情
景
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
俊
徳
丸
•
そ
の
妻
の
二
人
の
視
点
に
よ
る
詞
章
で
あ
り
、
ど

ち
ら
か
片
方
の
視
点
に
よ
る
内
容
の
詞
章
に
片
方
が
声
を
合
わ
せ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。
世
阿
弥
は
そ
の
視
点
が
一
人
の
登
場
人
物
に
よ
る
も
の
か
、
二
人

の
登
場
人
物
に
よ
る
も
の
か
で
、
役
表
記
を
書
き
分
け
て
い
る
と
言
え
る
。

次
に
、
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
で
は
、
姫
・
乳
母
が
二
人
一
緒
に
詞
章
を
担

当
す
る
場
合
に
「
女
」
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
‘
―
つ
は
「
女
二
人
ヒ
ト
リ

ワ
ヒ
メ
ヒ
ト
リ
ワ
メ
ノ
ト
」
の
形
で
、
一
曲
の
冒
頭
の
、
姫
・
乳
母
の
登
場
す

る
次
第

(
1
次
第
）
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
っ
は
「
女
二
人
ク
ト

キ
」
の
形
で
、
多
度
津
に
高
野
山
に
登
る
こ
と
を
拒
ま
れ
た
姫
・
乳
母
が
、
自

分
た
ち
は
本
当
の
物
狂
で
は
な
く
、
姫
の
父
を
捜
し
に
来
た
の
だ
と
述
べ
る
ク

ド
キ
グ
リ
(
9
ク
ド
キ
グ
リ
）
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
一
個
所
目

の
「
女
」
は
、
そ
の
後
に
「
ヒ
ト
リ
ワ
ヒ
メ
ヒ
ト
リ
ワ
メ
ノ
ト
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
姫
・
乳
母
が
ど
ち
ら
も
女
性
で
あ
る
と
い
う
さ
き
に
も
例
の
あ
っ
た
扮

装
の
指
定
を
す
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
役
表
記
が
用
い
ら
れ
る
次
第

(
1
次

第
）
は
「
め
ぐ
り
や
逢
ふ
と
垂
乳
男
の
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
姫
と
乳
母
と
で

は
姫
の
立
場
に
中
心
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
個
所
目
の
ク
ド
キ
グ

リ
に
つ
い
て
も
「
こ
の
高
野
の
山
に
父
御
前
の
ま
し
ま
す
を
、
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
乳
母
と
姫
と
で
は
姫
の
立
場
に
中
心
が
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
二
個
所
に
つ
い
て
、
乳
母
が
、
本
来
姫
が
一
人
で
担
当
す
べ
き
姫
の

立
場
の
み
で
書
か
れ
て
い
る
詞
章
に
声
を
合
わ
せ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
乳
母
は
、
名
ノ
リ
に
お
い
て
姫
を
紹
介
し
た
後
に
「
さ
て
も
父
御
前
い

か
な
る
お
ん
心
に
や
、
世
を
捨
て
人
と
な
ら
せ
給
ひ
」
と
、
多
度
津
を
「
父
御

前
」
と
い
う
名
前
で
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
曲
中
に
お
い
て
乳
母
が
多
度
津
を

姫
の
父
親
と
し
て
と
ら
え
、
「
父
御
前
」
と
い
う
名
前
で
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
女
」
が
用
い
ら
れ
る
二
個
所
の
詞
章
は
、
姫
に
中
心
が
あ
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る
も
の
の
、
姫
・
乳
母
二
人
の
立
場
の
詞
章
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
世
阿
弥
は
、
「
弱
法
師
」
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
に
お

い
て
、
一
人
の
登
場
人
物
の
立
場
に
立
つ
役
表
記
と
、
複
数
の
登
場
人
物
の
立

場
に
立
つ
役
表
記
と
を
書
き
分
け
て
い
る
と
言
え
る
。

最
後
に
役
表
記
が
一
種
類
に
固
定
し
て
い
る
登
場
人
物
に
つ
い
て
考
察
す

る。
こ
れ
に
属
す
も
の
は
、
「
難
波
梅
」
の
前
ジ
テ
・
子
方
・
後
シ
テ
ツ
レ
・
ア

イ
、
「
盛
久
」
の
ワ
キ
ツ
レ
、
「
多
度
津
の
左
衛
門
」
の
後
ジ
テ
・
ア
イ
、
「
江

ロ
」
の
前
ジ
テ
、
「
雲
林
院
」
の
前
ジ
テ
・
後
シ
テ
ツ
レ
、
「
柏
崎
」
の
前
ジ

テ
・
後
ジ
テ
・
子
方
・
ワ
キ
ツ
レ
・
ア
イ
、
「
松
浦
」
の
前
ジ
テ
・
後
ジ
テ
・

ワ
キ
・
ア
イ
、
「
阿
古
屋
松
」
の
前
ジ
テ
・
後
ジ
テ
・
ワ
キ
ツ
レ
・
ア
イ
、
「
布

留
」
の
前
ジ
テ
・
後
ジ
テ
・
ア
イ
、
「
弱
法
師
」
の
シ
テ
ツ
レ
・
ワ
キ
・
ワ
キ

ツ
レ
・
ア
イ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
役
表
記
の
特
徴
は
、
同
じ
役
表
記
が
自
筆
本
の
数
本
に
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
曲
で
は
、
ア
イ
の
役

表
記
は
全
て
「
ヲ
カ
シ
」
で
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
難
波
梅
」
「
雲
林
院
」

「
阿
古
屋
松
」
の
前
ジ
テ
の
役
表
記
は
、
い
ず
れ
も
「
セ
ウ
」
で
あ
る
。
次
に

「
江
口
」
「
柏
崎
」
「
松
浦
」
「
布
留
」
の
前
ジ
テ
、
「
雲
林
院
」
の
後
シ
テ
ツ
レ
、

「
柏
崎
」
後
ジ
テ
の
役
表
記
は
全
て
「
女
」
で
あ
る
。
次
に
「
多
度
津
の
左
衛

門
」
の
後
ジ
テ
と
「
柏
崎
」
「
弱
法
師
」
の
ワ
キ
の
役
表
記
は
全
て
「
ホ
ウ
シ
」

で
あ
る
。
ま
た
、
「
阿
古
屋
松
」
「
布
留
」
の
後
ジ
テ
の
役
表
記
は
「
神
」
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
役
表
記
が
自
筆
本
の
数
本
に
見
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
の

よ
う
な
登
場
人
物
の
人
格
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
と
、
扮
装
・
設
定
な
ど
が
定

四

型
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
曲
に
見
ら
れ
な
い
役
表
記
と
し
て
は
、
「
難
波
梅
」
の
子
方
の
「
チ
コ
」
、

後
シ
テ
ツ
レ
（
木
華
開
耶
姫
）
の
「
梅
」
、
「
盛
久
」
の
ワ
キ
ツ
レ
の
「
カ
キ

テ
」
、
「
柏
崎
」
の
子
方
の
「
コ
」
、
「
阿
古
屋
松
」
の
ワ
キ
ツ
レ
の
「
ツ
レ
タ
ル

人
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
役
表
記
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
登
場
人
物
は
、

い
づ
れ
も
一
曲
の
中
で
単
独
で
担
当
す
る
詞
章
が
少
な
い
。
こ
の
た
め
役
表
記

が
一
種
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
の
結
果
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
の
行
間
に
書
か
れ
た
役
表
記
は
、

音
曲
面
・
演
者
の
扮
装
・
担
当
す
る
詞
章
が
誰
の
立
場
の
も
の
か
ま
で
把
握
で

き
る
よ
う
に
注
意
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
然
と
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
以
外
の
、
そ
の
同
時
代
の
能
本
で
あ
る
久

次
本
「
知
章
」
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
久
次
本
「
知
章
」
で
は
、
後

ジ
テ
の
知
章
に
つ
い
て
「
ト
モ
ア
キ
ラ
」
「
ト
モ
」
の
二
通
り
の
役
表
記
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
内
「
ト
モ
ア
キ
ラ
」
は
、
一
個
所
「
サ
シ
事
ト
モ
ア
キ
ラ
」
の

形
で
サ
シ
の
最
初
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
後
ジ
テ
の
登
場
部
分
で
あ
る
の

で
、
役
表
記
「
ト
モ
」
で
は
人
物
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
後
の
部

分
に
は
役
表
記
「
ト
モ
」
が
七
回
用
い
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
小
段
の
途
中
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
ト
モ
ア
キ
ラ
」
「
ト
モ
」
に
つ
い
て
、
場
面
・
小
段
の
最

初
と
途
中
で
書
き
分
け
が
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
久
次
本
に
用
い
ら
れ
る
知

章
以
外
の
登
場
人
物
の
役
表
記
を
見
る
と
、
前
ジ
テ
が
「
ヲ
ト
コ
」
、
ワ
キ
が

「
ソ
ウ
」
で
、
い
ず
れ
も
世
阿
弥
自
筆
本
に
も
見
ら
れ
る
定
型
的
な
役
表
記
で

あ
る
。
ま
た
、
「
ヲ
ト
コ
」
「
ソ
ウ
」
は
両
方
と
も
小
段
の
最
初
・
途
中
と
も
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。

五
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久
次
本
の
役
表
記
が
当
時
の
能
本
の
一
般
的
な
表
記
法
を
と
っ
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
の
な
ら
ば
、
「
ヲ
カ
シ
」
「
女
」
「
セ
ウ
」
な
ど
の
よ
う
に
一
人
の
登

場
人
物
に
対
し
て
役
表
記
が
一
種
類
に
固
定
し
て
い
る
も
の
が
当
時
の
能
本
の

標
準
的
な
役
表
記
で
あ
り
、
こ
れ
を
第
一
段
階
の
役
表
記
の
方
法
と
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
よ
う
。
次
に
、
一
人
の
登
場
人
物
に
対
し
て
同
一
の
固
有
名
詞
に
基
づ

く
二
種
類
の
役
表
記
を
用
い
、
舞
台
へ
の
登
場
の
部
分
で
は
そ
の
固
有
名
詞
の

一
部
を
省
略
し
な
い
役
表
記
、
そ
の
他
の
部
分
で
は
そ
の
一
部
を
省
略
し
た
役

表
記
と
書
き
分
け
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
第
二
段
階
の
役
表
記
と
考
え
ら

れ
、
こ
こ
ま
で
は
久
次
本
に
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。

世
阿
弥
自
筆
能
本
の
役
表
記
は
、
一
人
の
登
場
人
物
に
対
し
て
同
一
の
固
有

名
詞
に
基
づ
く
二
種
類
の
役
表
記
を
用
い
る
場
合
と
、
異
な
っ
た
語
に
基
づ
く

二
種
類
の
役
表
記
を
用
い
る
場
合
、
こ
の
二
つ
を
併
用
す
る
場
合
の
三
種
類
の

方
法
で
書
か
れ
て
い
る
。
一
人
の
登
場
人
物
に
対
し
て
同
一
の
固
有
名
詞
に
基

づ
く
二
種
類
の
役
表
記
を
用
い
る
場
合
、
固
有
名
詞
の
一
部
を
省
略
し
な
い
役

表
記
を
用
い
る
の
は
、
第
二
段
階
で
は
登
場
人
物
が
舞
台
へ
登
場
す
る
部
分
の

み
で
あ
る
が
、
世
阿
弥
自
筆
本
で
は
そ
れ
の
み
で
な
く
場
面
・
小
段
の
最
初
に

も
用
い
る
。
ま
た
、
世
阿
弥
自
筆
本
は
異
な
っ
た
語
に
基
づ
く
二
種
類
の
役
表

記
を
用
い
て
登
場
人
物
の
扮
装
を
指
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
久
次
本
に
は
見

ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
を
第
三
段
階
の
役
表
記
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
世
阿

弥
は
―
つ
の
詞
章
を
複
数
の
登
場
人
物
が
同
時
に
担
当
す
る
場
合
、
そ
の
詞
章

の
書
か
れ
た
視
点
に
よ
っ
て
役
表
記
を
書
き
分
け
て
い
る
。
こ
の
役
表
記
の
書

き
方
は
か
な
り
特
殊
と
考
え
ら
れ
、
第
四
段
階
の
役
表
記
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る。
世
阿
弥
が
自
筆
本
を
作
成
す
る
際
、
行
間
の
役
表
記
に
お
い
て
さ
え
、
自
分

の
工
夫
を
入
れ
た
部
分
は
か
な
り
大
き
い
の
で
あ
る
。

注
(
1
)

こ
の
曲
名
の
配
列
は
、
「
世
阿
弥
自
筆
文
書
を
め
ぐ
っ
て
」
（
表
章
『
世
阿
弥
ー

そ
の
生
涯
と
業
綬
ー
』
所
収
、
国
立
能
楽
堂
閲
場
一
周
年
記
念
秋
の
特
別
展
示
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
昭
和
五
十
九
年
九
月
発
行
、
国
立
劇
場
）
に
よ
る
。

(

2

)

〔
使
用
本
文
〕
対
象
と
す
る
曲
の
影
印
は
以
下
の
も
の
を
用
い
る
。
「
江
口
」

『
別
冊
太
陽
25
号
能
』
、
表
章
構
成
、
平
凡
社
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
発
行
C

「
盛
久
」
「
柏
崎
」
「
弱
法
師
」
「
知
章
」
、
『
世
阿
弥
真
蹟
能
本
七
番
附
目
録
書

状
』
、
川
瀕
一
馬
、
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
十
九
年
八
月
発
行
c

「
松
浦
」
、
『
松
浦
之

能
』
、
山
田
孝
雄
、
古
典
保
存
会
、
昭
和
三
年
四
月
。
「
雲
林
院
」
、
「
多
度
津
の
左

衛
門
」
、
『
世
阿
弥
ー
そ
の
生
涯
と
業
績
』
、
同
注
1
。
「
阿
古
屋
松
」
「
難
波
」
「
布

留
」
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
の
写
真
。

(
3
)

〔
小
段
分
類
〕
対
象
と
す
る
曲
の
小
段
分
類
は
以
下
の
本
に
示
さ
れ
て
い
る
も

の
に
従
う
。
「
盛
久
」
「
江
口
」
「
雲
林
院
」
「
柏
崎
」
「
阿
古
屋
松
」
「
弱
法
師
」

『
謡
曲
集
上
』
、
横
道
萬
里
雄
、
表
章
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
40
、
岩
波
書

店
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
発
行
。
「
松
浦
」
「
松
浦
（
原
案
）
」
「
復
曲
『
松
浦
』

解
説
」
、
池
田
廣
司
、
『
観
世
』
昭
和
三
十
八
年
六
月
発
行
u

「
多
度
津
の
左
衛
門
」

「
多
度
津
の
左
衛
門
詞
章
」
、
『
大
槻
能
楽
堂
五
周
年
記
念
特
別
企
画
「
多
度
津

の
左
衛
門
」
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
。
「
布
留
」
「
布
留
上

演
詞
章
」
『
第
十
五
回
橋
の
会
特
別
公
演
』
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
一
九
八
四
年
十
一

月
二
十
七
日
宝
生
能
楽
堂
、
同
年
十
二
月
十
八
日
国
立
能
楽
堂
、
能
楽
師
、
橋
の

合
な
お
、
「
難
波
」
「
知
章
」
に
つ
い
て
は
稿
者
が
小
段
分
類
を
行
う
。

(

4

)

「
江
口
」
の
9
掛
ケ
合
の
「
い
や
い
に
し
へ
と
は
ご
覧
ぜ
よ
、
月
は
昔
に
変
は

ら
め
や
」
の
前
の
役
表
記
は
、
「
女
」
の
上
に
判
読
不
能
の
一
字
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
「
江
口
」
の
後
ジ
テ
の
役
表
記
は
考
察
か
ら
除
く
こ
と
と
す
る
。

（
筑
波
大
学
博
士
課
程
文
芸
・
言
語
研
究
科
日
本
文
学
）
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